
今後の普及啓発方針

１． 広く県内の各経済団体向け普及啓発を進めていく
・各団体への普及啓発活動
・県商工会議所連合会、県商工会連合会、県中小企業団体中央会、
県情報産業協会、岐阜県ＤＸ推進コンソーシアム 他

２． この協議会の活動は、令和７年度末まで（１年５カ月）とし、来年度も引き続き
普及啓発を実施していく。

３． デジタルインボイス（ペポル）の仕組み、メリットをわかりやすく伝える



事業計画

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

デジタルインボイス
連携基盤改修事業

UI･UX向上
連携基盤に接続するためのAPIの公開

システム開発補助事業
既存のサービスや会計ソフト等との連携・改
修に対する補助
補助率:1/2 補助上限額:100万円 件数:5件

デジタルインボイス
連携基盤先行利用促進事業

コンソーシアム会員の連携基盤利用促進
一般企業の連携基盤利用促進

インターネットバンキング
利用促進事業

連携基盤とインターネットバンキングの利用促
進

県財務会計システム接続環
境整備事業

岐阜県庁内でデジタルインボイスを受け取る
仕組みを整備

普及開発・広報事業

企業会計実施調査

普及チラシ等作成・配布、講演会・展示会に
参加

ふるさと納税業務改善事業
（WG事業者補助金）

デジタルインボイスを活用して、大垣市のふる
さと納税業務を効率化する事業を支援

10/15～19 
CEATEC2024

● 5/24 コンソーシアム講演会で説明

● 6/11 情産協総会でPR

● 11/5説明会

募集

※第一回協議会
で結果発表



デジタルインボイス連携基盤活用促進 システム開発補助金

１ 補助対象事業

２ 補助対象者 日本国内に本社及び補助事業の実施場所を有する事業者

３ 予算額 ５,０００千円（１件当たりの補助上限額１,０００千円） ※ 予算の範囲内で事業を選定

４ 補助対象経費 人件費、謝金、旅費、備品費、消耗品費、賃借料、外注費

補助対象 補助イメージ

⑴

PeppoLink(デジタルインボイス連携
基盤)が用意するAPI（Application 
Programming Interface）を使ってデ
ジタルインボイスを活用する事業

⑵

株式会社ミライコミュニケーション
ネットワークが運営する Peppol アク
セスポイントに（APIを使って）接続し、
デジタルインボイスを活用する事業

⑶
PeppoLink(デジタルインボイス連携
基盤)にCSVファイルで連携し、デジ
タルインボイスを活用する事業
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